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このたびは「ボードスライダー」をお買い上げ賜わり厚くお礼申し上げます。 

ご使用に先立ち、この取扱説明書をよくお読みいただき本商品の性能を十分 

ご理解の上で、適切な取り扱いと保守をしていただき、いつまでも安全に効率よく 

お使いくださるようお願い申し上げます。 

改良のため、仕様および形状などを変更する場合がありますので、ご了承くださ

い。 

なお、この取扱説明書は本体付属品ですので、いつでも見られるところに必ず 

保管してください。 
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1．はじめに 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

  

、           、      、    の意味について 

 
ご使用上の注意事項は          、         、          、       に区分しておりそれぞれの意味

を表します。 

警告 重要 注意 危険 

警告 重要 注意 危険 

警告 ：誤った取り扱いをしたときに、使用者が死亡または重傷を負う可能性が想定され

る内容のご注意。 

 

危険 ：誤った取り扱いをしたときに、使用者が死亡または重傷を負う可能性が切迫して高い

ことが想定される内容のご注意。 

 

注意 ：誤った取り扱いをしたときに、使用者が傷害を負う可能性が想定される内容および物

的損害のみの発生が想定される内容のご注意。 

なお          に記載した事項でも、状況によっては重大な結果に結びつく可能性が

あります。いずれも安全に関する重大な内容を記載していますので、必ず守ってくだ

さい。 

重要 ：製品および付属品の取り扱いなどに関する重要なご注意。 

 

注意 
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2．安全上のご注意 
  

 

 

 

● ケガなどの事故を未然に防ぐために、次に述べる「安全上のご注意」を必ず守ってください。 

● ご使用前に、この「安全上のご注意」すべてをよくお読みの上、指示に従って正しく使用してくだ

さい。 

● 本書はいつでも見られる所に適切に保管してください。 

 

警告 

① 作業場所は、いつもきれいに保ってください。 

ちらかった作業場所では、事故の原因になります。 

② 作業場所の周囲状況も考慮してください。 

・雨中での使用、湿った、または、ぬれた場所で使用しないでください。 

万が一濡れてしまった場合は、乾いた布できれいにふき取ってください。 

  ・作業場所は十分に明るくしてください。 

③ 感電に注意してください。 

  天井下地材の上には電線が通っていることがありますので、触れないように注意してください。 

④ 作業者以外、作業場所へ近づけないでください。 

  第三者が作業場所へ近づく必要があるときは、現場管理者の指示のもと行動してください。 

⑤ 使用終了後、または使用しない場合は、安全な場所で保管してください。 

乾燥した場所で、第三者が触れない所または鍵のかかる所に保管してください。 

⑥ 適切な服装で作業してください。 

・サイズの合わない衣服やネックレスなどの装身具は、危険ですので着用しないでください。 

・作業のときは、作業服、滑り止め付き手袋、安全靴、ヘルメット、 

保護メガネを使用してください。 

⑦ 手順、ルールを守って十分注意して作業してください。 

・決められた用途以外に使用しないでください。 

・疲労感、倦怠感のある状態で使用しないでください。 

・作業場所周囲の安全を確認してから作業を行ってください。 

⑧ 無理な姿勢で作業をしないでください。 

・常に作業場所周辺を整理整頓し、安定した姿勢を保てるようにしてください。 

⑨ 日常メンテナンスを必ず行ってください。 

  取扱説明書に従って、点検、清掃をしてください。 

⑩ 分解しないでください。 

  ・知識や技術のない方が修理しますと、十分な性能を発揮できなくなるだけではなく 

   事故やケガの原因となります。 

  ・異常が発生した場合は、相談窓口に連絡してください。 

⑪ その他故障、異常を感じたら無理して使用せず、相談窓口に連絡してください。 
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3．ボードスライダーの特性に関してのご注意 
      

 

 

 

● ボードスライダーは、以下の事項を守って正しく使用するようにしてください。 

 

警告 

① ボードスライダーを移動させる際は、周囲に十分注意を払ってください。 

人や物へ接触し事故や物損の原因となります。 

② 移動時は高さ下限まで下げてください。 

   上げたままだと重心が高くなり安定性が悪くなります。 

③ 高さ調節をする際、伸縮部分を持たないでください。 

手や指を挟み大事故につながる危険性があります。 

④ ボードスライダーを荷物置きなど、本来の目的と異なる使い方はしないでください。 

 

⑤ 作業中は、必ずアウトリガーを取り付けてください。 

   ボードが落とした時に倒れる可能性があります。 

⑥ 上に乗らないでください。 

   重大な事故につながる恐れがあります。 

重要 

① マットをしっかり設置した状態で使用してください。 

・天井材がうまく受け止められなくなります。 

・騒音発生に繋がります。 

② 石膏ボード及び仕上げ材は適宜取り除いてください。 

・マット上でボード同士がぶつかり、騒音発生に繋がります。 

・床に落ちている場合、ボードスライダーの進行の妨げになります。 

③ 本体を倒す、またはぶつけるなどして強い衝撃が加わった際の変形、破損によって、十分な機能を

発揮できなくなる可能性があります。十分注意して使用してください。 

倒した、ぶつけた場合は必ず点検し、不具合を生じたまま使用しないようにしてください。 

④ ボードスライダーの下に潜り込まないでください。 

・頭をぶつける可能性があります。 

・石膏ボードなどがボードスライダーの真下に落ちた場合、ボードスライダーを移動させてから取

り除くようにしてください。 

⑤ 天てこぼーとセットで使用してください。 
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4．仕様 
 

 

 

 

項目 内容 

名  称 ボードスライダー 

型  番 BDS-100-MK 

大きさ（ｍｍ） 

（W X D X H） 

運搬時荷姿：910 X 1400 X 2150 

組立後：2280 X 1700 X 2080 

最大高さ：3180 

重  量 約 320 kg 

積載荷重    

（マモノ） 

85kg 程度 

石膏ボード：6 枚程度 

岩綿吸音板+石膏ボード：4 枚程度 

全体写真 

 

使用環境 

・ 室内 

温度：0 ℃ ～ 40 ℃  

（保存環境は、30℃以下） 

湿度：０～70％ 

（保存環境は、50％以下。ただし結露なきこと） 

対応条件 
1） 平滑な床または地面であること。 

2） 天井高が 2100ｍｍ以上 3000mm 以下であること。 

＊改良により、仕様および形状を変更する場合がございますので、ご了承の程お願い申しあげます。 
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5．部材及び各部の名称 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 受けフレーム 

左右対称各1 台ずつ 

サイズ 1125 x 1780 

サイドガイド高さ 330 

粉塵受け溝 

・ メインフレーム 

サイズ W870 x H1940 x D1330 

 

サイドガイド 

・ ジョイントバー（2 本） 

サイズ L2000   

・ アウトリガー（4 本） 

サイズ L1100   



 

- 7 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 衝撃吸収マット（2 枚） 

運搬時2 つ折り可能 

サイズ 1100 x 1600 x t100  

 

・ ボードストッパー（2 枚） 

サイズ 190 x 1000 x t3 アルミ板  

 

・ ジョイントバー取付けボルト 

（前後各2 個） 

蝶ボルト M8 x 20 
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組 立 時  外 観 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

メインフレーム 
ジョイントバー 

衝撃吸収マット 

粉塵受け溝 

受けフレーム ボードストッパー 

ハンガーフック 

（天てこぼー掛け） 

アウトリガー 
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台車について 

 

運送上の注意 
1．車から下す時は、傾けたり倒したりしないでください。 

2．バッテリーを搭載していますので傾けるとバッテリー液が漏れる恐れがあります。 

3．バッテリー液は希硫酸です。皮膚や身体に付着するとやけどの原因になることがあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

警告 
 

1．屋内専用のため、屋外では使用しないでください。 

2．許容荷重(積載荷重85kg)以上は載せないでください。 

3．爆発性雰囲気中（可燃性ガスや可燃性液体の蒸気と空気が混合することで生成される雰囲気）では 

使用しないでください。 

4．平坦で堅固な舗装路面で使用してください。 

5．過放電、過充電にならないようにご使用ください。 

6．こどもには触らせないでください。 

7．傾斜地では使わないでください。転倒事故のおそれがあります。 

8．積み荷は片荷や集中荷重にならないよう注意してください。 

9．リフターの可動、昇降部分は危険です。絶対に手足を入れないでください。 

・メンテナンス時には、挟まれないよう二重三重の安全対策を施してください。 

10．テーブル上面には絶対に人を乗せないでください。 

11．保守、点検は専門知識と技能を持った人が実施してください。 

・けが、火災、装置破損のおそれがあります。 

12．荷物を運搬するときは、テーブルをできるだけ低くして走行してください。 

13．荷物の積み下ろし時や駐車時は必ず車輪のブレーキを掛けてください。 

14．テーブルの四隅の高さの差はテーブル長さの1％以内です。水平ではありません。 

15．異常を感じたら直ちにお買い求めの販売店にご連絡ください。 

 

         

走行ハンドル 

 レバースイッチ 

 バッテリーケース 

 自在車輪（ストッパー付き） 

テーブル 

アーム 

シリンダー  
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【運搬時基本荷姿】  作業エリアに運び入れたら、部材を下ろす。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6．ボードスライダー組立方法 
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1）メインフレームにジョイントバーを取付る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

蝶ボルトで下から締める 

拡大写真 

位置決め差し込みピンを

穴に差し込む 

拡大写真 

位置決め差し込みピン 

ジョイントバー取付完了 

! 注意：ジョイントバーには前面、後面があります 

前面側 後面側 

短 長 
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2）アウトリガーの取付け 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プランジャーを引き上げながら、アウトリガーを挿入する。位置が決まったら、ハンドルを回し固定する。 

 

 

 

 

 

 

 

3）受けフレームの取付け 

左右対称に粉塵受け溝が台車のハンドル側にくる向きで、ジョイントバーにはめ込む。 

 

 受けフレーム裏のC チャンをジョイントバーの青パイプにはめ込む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① ② ③ 
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4）衝撃吸収マットを設置する。 半分に折りたたんで載せると設置が楽です。 

 

 

 

 

 

 

 

5）ボードストッパーを差し込む。 

 丸で囲んだ部分の溝に差し込む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6）天てこぼー掛け 

 指し示したボタンを押しながら立てる。 

 天てこぼーでの作業がない時はここに収納可能です。 

 

 

 

 

 

 

1. 組立時は広いスペースのあるところで作業してください。 

2. 周囲の安全を確保し作業してください。 

3. 作業時は事故やケガに繋がる恐れがあるので必ずヘルメット、手袋、安全靴を着用してください。 

 

 

 

 

 

⚠ 警 告 
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操作方法 

 

1．レバースイッチをUP の方向へ倒すと上昇し、DOWN の方向へ倒すと下降します。リフトが目標の高さに

達したら速やかにスイッチを放してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2．下降速度 

下降速度は規定荷重にて工場出荷時に調整しています。油圧ポンプ周辺のバルブはさわらないでください。 

 

3．圧力調整弁（リリーフバルブ） 

圧力調整弁は規定荷重にて工場出荷時に調整してあります。絶対さわらないでください。 

 

充電方法 

 

◇バッテリー残量計付 

１．残量計はバッテリーを消費すると指針が左に振れ、 

おおまかなバッテリー残量を指します。（目安） 

２．バッテリー残量計はモーターを回した（上昇させた）時に、正し

い値を示します。 

３．レッドゾーンに指針が振れるようになりましたら、直ちに運転を

止め充電してください。 

 

◇バッテリーの充電 

１．ユニットケースを開け、充電コードを引き出してAC100V のコンセントに差し込み、充電器の電源スイッ

チを入れてください。電源ランプと充電ランプが点灯し自動的に充電を開始します。充電時間は約12 時間

です。 

 

 

 

 

 

 

 

２．充電中ランプが消えると充電は完了です。充電器の電源スイッチを切った後コードを収納してください。充

電中ランプはバッテリーの状態によって点滅することがありますが、問題ありません。 

7．ボードスライダー及び台車の使い方 

レバースイッチ 

充電残量計 
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警告 

 

１．充電は屋内の風通しが良く、乾燥した直射日光の当たらない場所で、ケースの扉を全開にして行ってくださ

い。 

２．充電コード長さは2m です。無理に引き出さないでください。 

３．バッテリーから水素ガスが発生します。絶対に火気を近づけず、短絡（ショート）させないでください。 

引火、爆発することがあります。充電中は操作しないでください。 

４．バッテリー液（希硫酸）が目・皮膚・衣類に付かないように注意してください。失明や、やけどをするこ 

とがあります。誤って付着したときは直ちに多量の水で洗い流し、医師の診断を受けてください。 

５．バッテリーの過放電はしないでください。使用後そのまま放置すると寿命は著しく低下します。バッテリ 

ーは使用しなくとも自己放電します。満充電であっても1 週間に一回補充電してください。 

６．バッテリーの液面は週1 回点検し、不足している場合は精製水を6 ヶ所の漕のUPPER レベルまで補水し 

てください。 

 

◇バッテリーの容量 

 バッテリーは深く放電するほど寿命は短くなります。75％放電深さで寿命サイクル数は約500 サイクルで

す。新品は容量の100％放電できますが、古くなるに従い放電量は少なくなります。また温度にも大きく影響

を受けます。30℃で100％、0℃で80％、－15℃で60％と大幅に低下し寿命も短くなります。バッテリー

の保守・管理には注意してください。 

 

 

重要 
 

１．充電中は絶対にリフターを昇降させないでください。充電器が破損します。 

２．使用後に充電せず放置することはやめてください。バッテリーが急速に劣化します。 
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8．始業前点検と日常メンテナンス 
 

 

 

● 作業前に、以下の始業前点検を実施してください。 

 

始業前点検 

 

1. 本体外観上に異常はないか。 

2. 車輪の回転に異常はないか。 

3. リフトの昇降動作に異常はないか。 

4. 異常音や異常発熱はないか。 

5. バッテリー残量計は緑色か。 

日常メンテナンス 

 1. 作業終了後、粉塵等をキレイに掃除してください。 

 2. 作業終了後は台車リフターを下限まで下げて保管してください。 

3. 各接続部のボルト、ナット等の破損やゆるみはないか。 

4. 外観に異常はないか。 

 5. 作業終了後、使用頻度にかかわらず充電してください。 

   始業前点検、日常メンテナンス時に異常があった場合は使用せず相談窓口に連絡してください。 

 

台車・定期点検（一か月毎） 
    油圧ユニットボックス内に台車取扱説明書が入っているので、その中の項目❻を参照してください。 
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 よくある質問 回答 

1 
こちらのタイヤもベアリング付

きでしょうか。 

ベアリング付きです。 

2 耐荷重はどれくらいですか。 約80 キロです。 

3 

サイズが大きいが、この幅の物

しかないのですか。 

メインフレームは1 サイズになりますが、受けフレームは 

2280×1780×H330 と1140×1780×H330 の2 サイズ 

ございます。 

 

 

  

9．よくある質問 
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メモ 
 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Web に 
アクセス 

お問合せ先 

丸高工業製品についてのお問い合わせ・ご相談は弊社までお気軽にご連絡ください。 

製品に関してお問い合わせいただく際は、お客様へ正確、迅速にご対応させて頂くために、あらか

じめ下記の事項をご確認のうえ、ご連絡ください。 

 

① 製品の名称 

 

② 型番 

お問い合わせ、ご相談は下記までご連絡ください。 

●本社 
〒140-0014 東京都品川区大井一丁目47 番1 号 NT ビル3 階 

 
●サイレントシステムセンター 

〒171-0043 東京都豊島区要町二丁目19 番6 号 第１６丸彌ビル 
 
●相談窓口 

・電話番号  
03-6429-7172 

・受付時間 
月～金 9:00～17:00（ただし、祝日・夏季／年末年始休暇除く） 
 

・サイレントシステム公式サイト 
URL：https://silent-system.jp/ 


